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E殺虫剤の生物試放吟か-んする研究O第19報O 長沢純夫 ･荒川正文 (京都不 学咋学研究肝
･武居Iiよび水渡研究室).27.2.lo受埋
Ⅰ.緒 言 → } 粉体の有効度が,紋粉粒f･の形状によって相違するこ
いわOIるN不活性′物質微粉それ自体の昆虫にたい とははやくから指摘せられているところであるが･誰
する画 作肌 TJ至は.これを担体とする諸種殺虫剤 済らもまた神 変カルS'ウムの鉄粉粒子について弼紬
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図2は CnC()3-U の光学鰍f蛾 'T=3rrC-あって,
糾方J(TAi経机llJのL)JlF)守.イiのよくそ7}つた3pぐらいの
粒 (･であることがわかる｡
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(ll,) ････て･-(1950)一防虫科学 lS:′79-8,9･ ,lヽ
ト .
' 防 虫 科 .学
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第 1実験 'IiHC粉剤 (γ:0.5%)の混入ia･と小安
の発芽伸長開拓
nlTCのいづれの只性休が,どの‡l'i蛇の狐 竹 三川を ′
彰まわ+ものであるか評らかでないが,大作 γ及び く
異性体であることは.ほ じ知られたことである｡それ









剤87,･班 Lri在15占m のシャーレを仙 ･.-水洗パ･Z ＼
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